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早
い
も
の
で
二
〇
二
二
年
も

半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
六
月
の
和
名
は
「
水
無
月
」
。

こ
こ
に
使
わ
れ
る
「
無
」
は
、「
無

い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

「
の
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

「
水
無
月
」
と
は
、「
田
ん
ぼ
に
水

を
引
く
月
」
を
由
来
と
し
、「
水

の
月
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
雨
ば
か
り
の
憂
鬱
に
な
り

が
ち
な
季
節
で
す
が
、
た
ま
に

は
の
ん
び
り
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

広
報
委
員
会

　

　
「
第
六
十
二
回
通
常
総
代
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
急
速
な
再
拡
大
を
鑑
み
、
第
一
回
理
事
会
に
於
い
て
協
議
の
結
果
、

会
員
皆
様
の
安
心
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行

使
で
の
開
催
と
致
し
ま
し
た
。

　
議
決
権
行
使
日
で
あ
る
五
月
二
十
日
、
過
半
数
を
大
き
く
超
え
る

書
面
開
催
同
意
並
び
に
書
面
決
議
書
に
よ
り
、
議
案
第
一
号
か
ら
議

案
第
四
号
ま
で
の
全
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」が
令
和
四
年
三
月

三
十
日
に
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、令
和
四
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
雇
用
保
険
料
率
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　令
和
四
年
四
月
か
ら
事
業
主
負
担
の
保
険
料
率
が
変
更
に
な
り
ま

す
。令
和
四
年
十
月
か
ら
労
働
者
負
担
・
事
業
主
負
担
の
保
険
料
率
が

変
更
に
な
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

通

常

総

代

会

第
六
十
二
回

　
日
頃
よ
り
商
工
会
運
営
に
際

し
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
商
工
会
の
第
六
十
二
回

通
常
総
代
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
速
な

再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
参
加
さ
れ
る
方
々
の
安
心
・

安
全
を
考
慮
し
、
真
に
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
書
面
で
の
開
催
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
に
関
し
ま
し
て

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
現
在
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
感
染
者
数
も
減
少
し
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
は
参
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

安
積
町
商
工
会 

会
長

　
　
　
　
　
　

橋

　本

　
　
　勝 

会
長
挨
拶

　
そ
ん
な
中
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
、
冷
え
切
っ
た
地
域

経
済
の
活
性
化
と
町
民
皆
様
の

交
流
活
性
化
を
目
指
し
、
今
年
度

も
安
積
町
全
町
民
を
対
象
と
し

た
ゴ
ル
フ
大
会
を
十
月
に
開
催

す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
『
あ
さ
か
野
夏
ま
つ
り
花

火
大
会
』
も
八
月
十
四
日
の
開
催

を
目
指
し
、
準
備
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。「
我
が
安
積
町
」
を
再
び
盛

り
上
げ
る
た
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
つ
つ
、
盛
大
に
開
催
で
き

る
よ
う
商
工
会
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
商
工
会
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

商工会費口座振替のご案内
令和4年度の商工会費が、
7月11日（月）自動振替となりますので、
手続きをされている方は、指定口座への
ご入金をよろしくお願いいたします。

令
和
四
年
度
か
ら
雇
用
保
険
料
率
が

　
　
　
　
　
　変
更
に
な
り
ま
し
た
！

「雇用保険法等の一部を改正する法律案」が令和４年３月30日に国会で成立しました。
令和４年４月１日から令和５年３月31日までの雇用保険料率は以下のとおりです。

• 令和４年４月から、事業主負担の保険料率が変更になります。

• 令和４年10月から、労働者負担・事業主負担の保険料率が変更になります。

• 年度の途中から保険料率が変更となりますので、ご注意ください。

＜令和４年度の雇用保険料率＞

負担者

事業の種類

①
労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

② ①＋②
雇用保険料率事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

一般の事業 3/1,000 6.5/1,000 3/1,000 3.5/1,000 9.5/1,000

（３年度） 3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000

農林水産・
清酒製造の事業 4/1,000 7.5/1,000 4/1,000 3.5/1,000 11.5/1,000

（３年度） 4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000

建設の事業 4/1,000 8.5/1,000 4/1,000 4.5/1,000 12.5/1,000

（３年度） 4/1,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク

（事業主の方へ）

※

※ 園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する
事業については一般の事業の率が適用されます。

LL040330保01

○令和４年４月１日 ～ 令和４年９月３０日

負担者

事業の種類

①
労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

② ①＋②
雇用保険料率事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

一般の事業 ５/1,000 8.5/1,000 ５/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000

農林水産・
清酒製造の事業 ６/1,000 9.5/1,000 ６/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

建設の事業 ６/1,000 10.5/1,000 ６/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

○令和４年１０月１日 ～ 令和５年３月３１日

令和４年度雇用保険料率のご案内

※

（枠内の下段は令和３年度の雇用保険料率）

（赤字は変更部分）

経
営
脳
ト
レ
塾
！

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る

経
営
ゲ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー

青
年
部
だ
よ
り

　
令
和
四
年
二
月
十
八
日
（
金
）

に
、
総
務
資
質
委
員
会
担
当
セ
ミ

ナ
ー
事
業
と
し
て
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
で
き
る
経
営
ゲ
ー
ム
セ
ミ

ナ
ー
　

経
営
脳
ト
レ
塾
！
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
の
嶋
崎

先
生
は
、
自
ら
経
営
に
関
す
る

ゲ
ー
ム
を
開
発
し
、
各
企
業
を
は

じ
め
商
工
会
等
各
種
団
体
で
の

公
演
実
績
も
豊
富
な
方
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
れ
ば
い

い
か
模
索
し
て
い
る
時
、
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ

き
、
当
日
は
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
社
長
と
な
り
、

仮
想
の
会
社
を
経
営
す
る
こ
と

で
、
楽
し
く
経
営
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
堅
実
な
経

営
を
す
る
メ
ン
バ
ー
や
リ
ス
ク

を
恐
れ
な
い
メ
ン
バ
ー
な
ど
、

様
々
な
個
性
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に

よ
る
結
果
も
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
戸
惑
う
場

面
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に

慣
れ
て
き
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
仮
説
・
検
証
を
行
い
、

し
っ
か
り
と
振
り
返
り
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
役
に
立
つ
経
営

の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。「
ぜ
ひ
今
度
は
子

供
に
や
ら
せ
た
い
！
」
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
研
修
の
可
能
性
を
感

じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

女
性
部
総
会
開
催

女
性
部
だ
よ
り

　
安
積
町
商
工
会
女
性
部
の
皆

様
に
は
、
日
頃
よ
り
女
性
部
事
業

に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
四
月
二
十
二
日

(

金)

、
商
工
会
館
に
て
女
性
部
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
龍

宮
城
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
急
速
な
再
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
当
会

館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
令

和
三
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
部
員
の

皆
さ
ん
と
集
ま
る
機
会
が
減
っ

て
し
ま
い
と
て
も
残
念
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

時
代
に
お
け
る
新
た
な
女
性
部

活
動
を
模
索
し
な
が
ら
、
女
性
部

ら
し
く
笑
顔
の
絶
え
な
い
事
業

運
営
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

あ
さ
か
野
夏
ま
つ
り

　
 

花
火
大
会
に
つ
い
て

　
例
年
八
月
十
四
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
『
あ

さ
か
野
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
』
で
す

が
、
現
在
開
催
で
き
る
よ
う
話
し
合
い

を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
開
催
方
法
な
ど
が

変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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安
積
町 

道
ば
た
の
文
化
財

出
征
馬
供
養
之
碑
　

（
日
出
山
墓
地
内
）

出
征
馬
供
養
之
碑

　
陸
軍
歩
兵
大
佐
　
従
五
位
　
橋
本
萬
次
郎
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
三
等

碑
裏
面

　
日
　
支
　
事
　
變

天
然
石
寄
付
者
小
原
田
町
鈴
木
茂
七
郎
氏

昭
和
十
二
年
九
月
三
十
日

ブ
ラ
ツ
キ
ユ
ー
号

　
島
田
長
一
　
　
朝
日
号
　
　
　
星
野
熊
吉

第
二
朝
日
号
　
佐
藤
忠
衛
　
　
神
竹
号
　
　
　
佐
藤
吉
雄

第
一
片
岸
号
　
遠
藤
直
次
　
　
昭
和
十
三
年
七
月
十
二
日

榮
号
　
　
　
　
佐
藤
亀
三
郎
　
光
岳
号
　
　
　
佐
藤
直
吉

東
号
　
　
　
　
佐
藤
徳
次
　
　
旭
号
　
　
　
　
清
野
房
文

東
風
号
　
　
　
島
田
民
三
郎
　
第
二
菊
地
号
　
遠
藤
喜
一

小
梅
三
号
　
　
佐
藤
忠
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
四
年
四
月
四
日
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
山
市
石
工
、
藤
谷
周
之
助

〇
出
征
馬
　
昭
和
十
四
年
当
時
は
優
位
な
戦
い
で
あ
り
、

軍
馬
と
し
て
徴
用
さ
れ
る
こ
と
は
飼
い
主
の
誉
で
あ
り
名

前
も
付
け
ら
れ
、
日
の
丸
と
大
勢
の
地
域
の
方
々
に
見
送

ら
れ
軍
馬
と
し
て
出
征
し
て
行
っ
た
。

〇
日
支
事
変
（
日
中
戦
争
） 

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
盧
溝

橋
事
件
に
始
ま
り
第
二
次
大
戦
へ
と
拡
大
し
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
終
戦
無
条

件
降
伏
と
な
っ
た
。

安
積
町
郷
土
史
研
究
会
　

濱
津 

武
夫

事務代行Ay（アイ） サービス業
菅原　愛 080-2834-5064

工房　栞 飲食業
國分　美枝子
郡山市南2-84 080-5846-3851

サロン・エイト エステ
水沼　八重子 024-983-8869
郡山市安積町荒井字西北井7-2

Be Bean 広告デザイン業
伊豆田　雅礼 024-945-1689
郡山市安積町笹川字西長久保1-8

㈱ココビスタ スポーツ施設
吾妻　由香里 024-973-8153
郡山市安積町荒井字大池下20

えんどう不動産㈱ 不動産業
遠藤　亮輔 024-973-7987
郡山市安積町日出山三丁目189番地2

㈱ウィンロード 買取業
橋本　勝
郡山市巳六段116番地 024-983-3663

㈱エムケー技研 ソフトウェア開発業
諸根　理仁 024-953-8505
郡山市田村町徳定字中河原1-1 郡山地域テクノポリス
ものづくりインキュベーションセンター3号室

㈱モリ 土木工事業
森　洋子 024-946-0006
郡山市安積町成田島河原64-1

Rest Time Mom hair 美容業
小山　千秋 024-973-5954
郡山市大槻町仁池向7-1 仁池向ハイツ101

阿部フロアー 左官業
阿部　隆 090-2952-3827
郡山市田村町徳定字水口畑3-1 リビングコートA202

千葉工業 リフォーム・メンテナンス業
千葉　吉輝
郡山市成山町119-2

企画工房　ひだまり サービス業
小泉　昭枝 090-6251-9306
郡山市安積荒井3丁目408

㈱セビック 建設工具小売業
佐々木　彰
郡山市安積荒井1-20 024-947-4801

㈲フクネン ガス配送
橋本　勝
郡山市巳六段116番地 024-954-8017

商
工
会
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
！ 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！

新

規

加

入

会

員

会員の広場

　令和３年１月に開業し、事務代行として事務作業のお手伝い
をさせて頂いています。主にデータ入力や書類の整理などです
が、ご要望に応じて書類作成などもお手伝いしています。
　在宅にて対応しておりますが、お客様の元へお伺いしてお手
伝いすることも可能ですので、お気軽にご相談ください。

事務代行 Ay 【事務代行】　代表　菅原　愛
TEL 080-2834-5064　年中無休

青年部

　当店は、2021年８月に郡山市南にOPENした四季
工房の敷地内にあるカフェです。沢山の旬の野菜を使
った和洋中の料理は、手作りにこだわって食材から丁
寧に作っています。お友達やデート、お一人でも、広々と
した店内でゆっくりと楽しんでお過ごしください。

工房　栞（しおり） 【飲食業・カフェ】　営業時間／11：30～19：00 （L.O18：00）
郡山市南2-84　TEL 080-5846-3851　定休日／水、木、第1・3金（他、不定休のためSNS等参照）

商工会

バターチキンカレー
プレート

プリンアラモード

ご予約専用メールアドレス koubou.shiori.m+yoyaku@gmail.com

Instagram
最新情報は
SNSをご覧ください。

清
掃
活
動
を
実
施
!!

安
積
町
商
工
会 

青
年
部

　
青
年
部
は
、五
月
二
十
九
日（
日
）に
安
積
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
四
号
線
沿
い
の
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
、地
域
貢
献
・
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
お
り
、本
年
は
取
材
も
兼
ね
て
広
報
委

員
・
地
域
企
業
㈱
ジ
ー
ビ
ー
エ
ム
様
も
参
加
し
十

六
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
車
で
通
る
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
所
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
た

く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
少
し
で
も
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
減

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

広報委員会より
お知らせです
安積町商工会では会報を
年3回発行しておりますが、

会員の皆様より
記事を募集しております。

　『会員の広場』は商工会員の皆様のご紹
介記事になっております。貴社の宣伝はも
ちろんの事、豆知識や意気込み！その他知っ
て欲しいことなど何でも結構です。当会報
をご利用してみてはいかがでしょうか？

事業所紹介募集

　今号の『清掃活動』の記事のように地域
のために清掃活動や奉仕活動等を行って
いる企業様の活動内容を掲載したいと考
えております。自薦他薦は問いませんので、
行っている活動をぜひお知らせください。

地域活動紹介募集

掲載に関しましては安積町商工会までお問い合わせください。 ご応募、心よりお待ちしております。
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安
積
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道
ば
た
の
文
化
財

出
征
馬
供
養
之
碑
　

（
日
出
山
墓
地
内
）

出
征
馬
供
養
之
碑

　
陸
軍
歩
兵
大
佐
　
従
五
位
　
橋
本
萬
次
郎
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
三
等

碑
裏
面

　
日
　
支
　
事
　
變

天
然
石
寄
付
者
小
原
田
町
鈴
木
茂
七
郎
氏

昭
和
十
二
年
九
月
三
十
日

ブ
ラ
ツ
キ
ユ
ー
号

　
島
田
長
一
　
　
朝
日
号
　
　
　
星
野
熊
吉

第
二
朝
日
号
　
佐
藤
忠
衛
　
　
神
竹
号
　
　
　
佐
藤
吉
雄

第
一
片
岸
号
　
遠
藤
直
次
　
　
昭
和
十
三
年
七
月
十
二
日

榮
号
　
　
　
　
佐
藤
亀
三
郎
　
光
岳
号
　
　
　
佐
藤
直
吉

東
号
　
　
　
　
佐
藤
徳
次
　
　
旭
号
　
　
　
　
清
野
房
文

東
風
号
　
　
　
島
田
民
三
郎
　
第
二
菊
地
号
　
遠
藤
喜
一

小
梅
三
号
　
　
佐
藤
忠
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
四
年
四
月
四
日
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
山
市
石
工
、
藤
谷
周
之
助

〇
出
征
馬
　
昭
和
十
四
年
当
時
は
優
位
な
戦
い
で
あ
り
、

軍
馬
と
し
て
徴
用
さ
れ
る
こ
と
は
飼
い
主
の
誉
で
あ
り
名

前
も
付
け
ら
れ
、
日
の
丸
と
大
勢
の
地
域
の
方
々
に
見
送

ら
れ
軍
馬
と
し
て
出
征
し
て
行
っ
た
。

〇
日
支
事
変
（
日
中
戦
争
） 

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
盧
溝

橋
事
件
に
始
ま
り
第
二
次
大
戦
へ
と
拡
大
し
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
終
戦
無
条

件
降
伏
と
な
っ
た
。

安
積
町
郷
土
史
研
究
会
　

濱
津 

武
夫

事務代行Ay（アイ） サービス業
菅原　愛 080-2834-5064

工房　栞 飲食業
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郡山市南2-84 080-5846-3851
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水沼　八重子 024-983-8869
郡山市安積町荒井字西北井7-2

Be Bean 広告デザイン業
伊豆田　雅礼 024-945-1689
郡山市安積町笹川字西長久保1-8

㈱ココビスタ スポーツ施設
吾妻　由香里 024-973-8153
郡山市安積町荒井字大池下20

えんどう不動産㈱ 不動産業
遠藤　亮輔 024-973-7987
郡山市安積町日出山三丁目189番地2

㈱ウィンロード 買取業
橋本　勝
郡山市巳六段116番地 024-983-3663

㈱エムケー技研 ソフトウェア開発業
諸根　理仁 024-953-8505
郡山市田村町徳定字中河原1-1 郡山地域テクノポリス
ものづくりインキュベーションセンター3号室

㈱モリ 土木工事業
森　洋子 024-946-0006
郡山市安積町成田島河原64-1

Rest Time Mom hair 美容業
小山　千秋 024-973-5954
郡山市大槻町仁池向7-1 仁池向ハイツ101

阿部フロアー 左官業
阿部　隆 090-2952-3827
郡山市田村町徳定字水口畑3-1 リビングコートA202

千葉工業 リフォーム・メンテナンス業
千葉　吉輝
郡山市成山町119-2

企画工房　ひだまり サービス業
小泉　昭枝 090-6251-9306
郡山市安積荒井3丁目408

㈱セビック 建設工具小売業
佐々木　彰
郡山市安積荒井1-20 024-947-4801

㈲フクネン ガス配送
橋本　勝
郡山市巳六段116番地 024-954-8017
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広報委員会より
お知らせです
安積町商工会では会報を
年3回発行しておりますが、

会員の皆様より
記事を募集しております。

　『会員の広場』は商工会員の皆様のご紹
介記事になっております。貴社の宣伝はも
ちろんの事、豆知識や意気込み！その他知っ
て欲しいことなど何でも結構です。当会報
をご利用してみてはいかがでしょうか？

事業所紹介募集

　今号の『清掃活動』の記事のように地域
のために清掃活動や奉仕活動等を行って
いる企業様の活動内容を掲載したいと考
えております。自薦他薦は問いませんので、
行っている活動をぜひお知らせください。

地域活動紹介募集

掲載に関しましては安積町商工会までお問い合わせください。 ご応募、心よりお待ちしております。
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令和４年６月

　
早
い
も
の
で
二
〇
二
二
年
も

半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
六
月
の
和
名
は
「
水
無
月
」
。

こ
こ
に
使
わ
れ
る
「
無
」
は
、「
無

い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

「
の
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

「
水
無
月
」
と
は
、「
田
ん
ぼ
に
水

を
引
く
月
」
を
由
来
と
し
、「
水

の
月
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
雨
ば
か
り
の
憂
鬱
に
な
り

が
ち
な
季
節
で
す
が
、
た
ま
に

は
の
ん
び
り
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

広
報
委
員
会

　

　
「
第
六
十
二
回
通
常
総
代
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
急
速
な
再
拡
大
を
鑑
み
、
第
一
回
理
事
会
に
於
い
て
協
議
の
結
果
、

会
員
皆
様
の
安
心
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行

使
で
の
開
催
と
致
し
ま
し
た
。

　
議
決
権
行
使
日
で
あ
る
五
月
二
十
日
、
過
半
数
を
大
き
く
超
え
る

書
面
開
催
同
意
並
び
に
書
面
決
議
書
に
よ
り
、
議
案
第
一
号
か
ら
議

案
第
四
号
ま
で
の
全
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」が
令
和
四
年
三
月

三
十
日
に
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、令
和
四
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
雇
用
保
険
料
率
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　令
和
四
年
四
月
か
ら
事
業
主
負
担
の
保
険
料
率
が
変
更
に
な
り
ま

す
。令
和
四
年
十
月
か
ら
労
働
者
負
担
・
事
業
主
負
担
の
保
険
料
率
が

変
更
に
な
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

通

常

総

代

会

第
六
十
二
回

　
日
頃
よ
り
商
工
会
運
営
に
際

し
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
商
工
会
の
第
六
十
二
回

通
常
総
代
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
速
な

再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
参
加
さ
れ
る
方
々
の
安
心
・

安
全
を
考
慮
し
、
真
に
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
書
面
で
の
開
催
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
に
関
し
ま
し
て

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
現
在
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
感
染
者
数
も
減
少
し
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
は
参
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

安
積
町
商
工
会 

会
長

　
　
　
　
　
　

橋

　本

　
　
　勝 

会
長
挨
拶

　
そ
ん
な
中
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
、
冷
え
切
っ
た
地
域

経
済
の
活
性
化
と
町
民
皆
様
の

交
流
活
性
化
を
目
指
し
、
今
年
度

も
安
積
町
全
町
民
を
対
象
と
し

た
ゴ
ル
フ
大
会
を
十
月
に
開
催

す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
『
あ
さ
か
野
夏
ま
つ
り
花

火
大
会
』
も
八
月
十
四
日
の
開
催

を
目
指
し
、
準
備
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。「
我
が
安
積
町
」
を
再
び
盛

り
上
げ
る
た
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
つ
つ
、
盛
大
に
開
催
で
き

る
よ
う
商
工
会
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
商
工
会
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

商工会費口座振替のご案内
令和4年度の商工会費が、
7月11日（月）自動振替となりますので、
手続きをされている方は、指定口座への
ご入金をよろしくお願いいたします。

令
和
四
年
度
か
ら
雇
用
保
険
料
率
が

　
　
　
　
　
　変
更
に
な
り
ま
し
た
！

「雇用保険法等の一部を改正する法律案」が令和４年３月30日に国会で成立しました。
令和４年４月１日から令和５年３月31日までの雇用保険料率は以下のとおりです。

• 令和４年４月から、事業主負担の保険料率が変更になります。

• 令和４年10月から、労働者負担・事業主負担の保険料率が変更になります。

• 年度の途中から保険料率が変更となりますので、ご注意ください。

＜令和４年度の雇用保険料率＞

負担者

事業の種類

①
労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

② ①＋②
雇用保険料率事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

一般の事業 3/1,000 6.5/1,000 3/1,000 3.5/1,000 9.5/1,000

（３年度） 3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000

農林水産・
清酒製造の事業 4/1,000 7.5/1,000 4/1,000 3.5/1,000 11.5/1,000

（３年度） 4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000

建設の事業 4/1,000 8.5/1,000 4/1,000 4.5/1,000 12.5/1,000

（３年度） 4/1,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク

（事業主の方へ）

※

※ 園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する
事業については一般の事業の率が適用されます。

LL040330保01

○令和４年４月１日 ～ 令和４年９月３０日

負担者

事業の種類

①
労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

② ①＋②
雇用保険料率事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

一般の事業 ５/1,000 8.5/1,000 ５/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000

農林水産・
清酒製造の事業 ６/1,000 9.5/1,000 ６/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

建設の事業 ６/1,000 10.5/1,000 ６/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

○令和４年１０月１日 ～ 令和５年３月３１日

令和４年度雇用保険料率のご案内

※

（枠内の下段は令和３年度の雇用保険料率）

（赤字は変更部分）

経
営
脳
ト
レ
塾
！

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る

経
営
ゲ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー

青
年
部
だ
よ
り

　
令
和
四
年
二
月
十
八
日
（
金
）

に
、
総
務
資
質
委
員
会
担
当
セ
ミ

ナ
ー
事
業
と
し
て
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
で
き
る
経
営
ゲ
ー
ム
セ
ミ

ナ
ー
　

経
営
脳
ト
レ
塾
！
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
の
嶋
崎

先
生
は
、
自
ら
経
営
に
関
す
る

ゲ
ー
ム
を
開
発
し
、
各
企
業
を
は

じ
め
商
工
会
等
各
種
団
体
で
の

公
演
実
績
も
豊
富
な
方
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
れ
ば
い

い
か
模
索
し
て
い
る
時
、
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ

き
、
当
日
は
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
社
長
と
な
り
、

仮
想
の
会
社
を
経
営
す
る
こ
と

で
、
楽
し
く
経
営
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
堅
実
な
経

営
を
す
る
メ
ン
バ
ー
や
リ
ス
ク

を
恐
れ
な
い
メ
ン
バ
ー
な
ど
、

様
々
な
個
性
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に

よ
る
結
果
も
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
戸
惑
う
場

面
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に

慣
れ
て
き
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
仮
説
・
検
証
を
行
い
、

し
っ
か
り
と
振
り
返
り
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
役
に
立
つ
経
営

の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。「
ぜ
ひ
今
度
は
子

供
に
や
ら
せ
た
い
！
」
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
研
修
の
可
能
性
を
感

じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

女
性
部
総
会
開
催

女
性
部
だ
よ
り

　
安
積
町
商
工
会
女
性
部
の
皆

様
に
は
、
日
頃
よ
り
女
性
部
事
業

に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
四
月
二
十
二
日

(

金)

、
商
工
会
館
に
て
女
性
部
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
龍

宮
城
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
急
速
な
再
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
当
会

館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
令

和
三
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
部
員
の

皆
さ
ん
と
集
ま
る
機
会
が
減
っ

て
し
ま
い
と
て
も
残
念
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

時
代
に
お
け
る
新
た
な
女
性
部

活
動
を
模
索
し
な
が
ら
、
女
性
部

ら
し
く
笑
顔
の
絶
え
な
い
事
業

運
営
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

あ
さ
か
野
夏
ま
つ
り

　

 

花
火
大
会
に
つ
い
て

　
例
年
八
月
十
四
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
『
あ

さ
か
野
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
』
で
す

が
、
現
在
開
催
で
き
る
よ
う
話
し
合
い

を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
開
催
方
法
な
ど
が

変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


